
～ 2024年12月6日

（対象者数） 7 （回答者数） 2

～ 2024年11月29日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2024年11月22日

（対象数） 4 （回答数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・事業所、訪問先機関、保護者の3者で利用児童の発達状況

を共有し、児童への理解を深め、集団生活がより良いものに

なるよう連携していく。

2

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問担当者が支援で外勤の際、園内業務のフォロー体制の

工夫や検討。

2

○事業所名 登別市児童デイサービスセンターのぞみ園

○保護者評価実施期間 2024年11月12日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年11月11日

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2024年11月7日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年2月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・利用児童は、児童発達支援事業と併用しているため、担当

職員の利用児童への理解が十分出来ている。

・保護者に支援報告書を提示し、書面だけではなく、口頭で

支援内容を詳細に報告している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問支援員が通所支援と兼務のため、利用人数や地域が限

定される。

・訪問支援に必要な知識やスキルを持つ経験豊富な職員が少

なく、限られた人員での事業運営を求められる。

事業所における自己評価総括表（保育所等訪問支援）公表


